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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 4,417 30.3 △444 － △589 － △562 －

2022年12月期第３四半期 3,389 － △2,750 － △2,898 － △3,182 －

（注）包括利益 2023年12月期第３四半期 △318百万円 （－％） 2022年12月期第３四半期 △3,021百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第３四半期 △12.09 －

2022年12月期第３四半期 △72.97 －

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 15,812 9,763 61.7

2022年12月期 15,046 8,044 53.5

（参考）自己資本 2023年12月期第３四半期 9,761百万円 2022年12月期 8,044百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2023年12月期 － 0.00 －
2023年12月期(予想) 0.00 0.00

１．2023年12月期第３四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年９月30日）

（注）１．2022年12月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２. 2023年12月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在

株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、2022年12月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値

となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

２．配当予想の修正については、本日（2023年11月10日）公表致しました「通期業績予想及び配当予想の修正に関

するお知らせ」をご覧ください。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,400 27.0 △800 － △1,000 － △950 － △20.42

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２．連結業績予想の修正については、本日（2023年11月10日）公表致しました「通期業績予想及び配当予想の修正

に関するお知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期３Ｑ 50,036,900株 2022年12月期 44,136,900株

②  期末自己株式数 2023年12月期３Ｑ 487,123株 2022年12月期 561,114株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期３Ｑ 46,530,865株 2022年12月期３Ｑ 43,609,855株

※  注記事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載致します。
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前第３四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2023年１月１日

至　2023年９月30日）

国内 1,904 2,459

海外 502 1,229

合計 2,407 3,688

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の正常化の両

立を目指す段階へと移行する中、一部業種においては緩やかな景気回復の動きが見られたものの、ウクライナ情勢

の長期化等に伴うエネルギー・資源価格の高騰や円安による物価高騰等により、景気の見通しは不透明な状況が続

いております。

　このような中、当社グループは医薬品事業において、市場への安定供給という課題に対し、供給体制を強化する

ため、製造人員の増強とシフト生産体制の構築に取り組んでまいりました。しかしながら、一部原料の製造メーカ

ーにおいて製造方法の承認書からの逸脱が判明し、一部製造ロットの自主回収や仕掛品のロットアウトが発生する

など依然として、安定供給の課題解消には至っておりません。また、感染管理事業では二酸化塩素のエビデンス強

化に係る研究開発を通じた製品訴求力の向上や、消費者の皆様への信頼醸成に向けたマーケティング施策に取り組

んでまいりました。10月からは「クレベリン　置き型」の除菌機能試験を再現した新ＣＭ「事実、クレベリン。」

篇の放映をするなど、今後の需要期に向け、新たなコミュニケーションの展開を始めております。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、主に医薬品事業の増収により、対前年同期

比30.3％増の4,417百万円となりました。売上総利益につきましては、医薬品事業の増収影響や感染管理事業の棚

卸資産評価損の減少等により対前年同期比276.2％増の1,791百万円となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、前期から進めている構造改革による固定費削減や継続的なコスト削減施

策の実行により前年同期比30.7％減少し2,235百万円となりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の営業損失は444百万円（前年同期は2,750百万円の営業損失）、経常

損失は589百万円（前年同期は2,898百万円の経常損失）となりました。特別利益につきましては、当社の出資先で

あるクオリプス株式会社が2023年６月27日東証グロース市場へ上場し、保有株式の一部を売却したことから投資有

価証券売却益87百万円を計上したほか、一部土地の売却に伴う固定資産売却益76百万円を計上しております。ま

た、特別損失につきましては、茨木工場の原状回復工事費用の見積り変更等による減損損失等110百万円を計上し

ております。これらの結果、親会社株主に帰属する四半期純損失につきましては562百万円（前年同期は3,182百万

円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

　なお、2023年４月11日付で消費者庁より景品表示法第８条第１項に基づき607百万円の課徴金納付命令を受けま

したが、当該課徴金額は前連結会計年度において課徴金引当金繰入額として全額損失計上しておりますので、当第

３四半期連結累計期間に与える影響はございません。また、７月31日に課徴金の納付を完了しております。

　セグメント別の経営成績につきましては以下の通りであります。

（医薬品事業）

　医薬品事業につきましては、国内の止瀉薬市場（2023年９月累計）が対前年で113.9％となり、新型コロナウイ

ルス感染症の影響から回復し、コロナ前の水準に戻りつつあります。堅調な需要に対し、シフト生産体制による操

業時間拡大等の取り組みが進捗した一方で、一部原料の製造メーカーにおいて製造方法の承認書からの逸脱が判明

し、一部製造ロットの自主回収や仕掛品のロットアウトが発生するなど、供給課題は依然解消には至っておりませ

ん。製品関連では「ラッパのマークの正露丸」シリーズの液体カプセルタイプ「正露丸クイックＣ」のリニューア

ルを７月に行うとともに、ＳＮＳでのコミュニケーションを展開し若年層への訴求を強化してまいりました。この

結果、国内向けの医薬品売上高につきましては、前年同期比29.1％増の2,459百万円となりました。海外向けにつ

きましては、国内市場との生産調整によって遅れていた供給を一部再開できたことや、香港・中国向けの出荷価格

見直しにより約20％の値上げを実施したこと等から、前年同期比144.5％増の1,229百万円となりました。

　これらの結果、医薬品事業につきましては、対前年同期比53.2％増の3,688百万円の売上高となりました。ま

た、セグメント利益につきましては、主に増収影響やコスト削減等により、前年同期比997百万円増加し955百万円

となりました。

・外部顧客への売上高の内訳（医薬品事業）

（単位：百万円）
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前第３四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2023年１月１日

至　2023年９月30日）

国内：一般用 344 331

国内：業務用 509 332

海外 122 59

合計 976 724

（感染管理事業）

　感染管理事業につきましては、ドラッグストア等の販売店における通年商品化に向けた営業活動強化に加え、

「クレベリン　置き型３個入り」を新たに発売し、秋冬の需要期に向けた店頭展開強化を図ってまいりました。ま

た、10月からは「クレベリン　置き型」の除菌機能試験を再現した新ＣＭ「事実、クレベリン。」篇の放映をする

など、消費者の皆様への理解促進に向けたコミュニケーションの強化を図ってまいります。

　当第３四半期連結累計期間までの市場需要は引き続き低水準で推移しており、売上高は前年同期比で251百万円

減少の724百万円となりました。また、セグメント損失につきましては、棚卸資産評価損の減少や各種費用の抑制

により前年同期比で1,156百万円改善し643百万円となりました。

・外部顧客への売上高の内訳（感染管理事業）

（単位：百万円）

（その他事業）

　その他事業につきましては、主に木酢液を配合した入浴液や園芸用木酢液等の製造販売を行い、売上高は４百万

円、セグメント損失につきましては17百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は15,812百万円（前連結会計年度末比766百万円増）となりまし

た。また負債合計は6,049百万円（同952百万円減）、純資産合計は9,763百万円（同1,718百万円増）となりまし

た。前連結会計年度末からの主な変動要因は、現金及び預金の増加等による流動資産1,313百万円の増加や有形固

定資産の減少等による固定資産547百万円の減少、長期借入金の返済等による固定負債937百万円の減少、また、資

本金及び資本剰余金の増加等による純資産1,718百万円の増加等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年12月期の通期連結業績予想につきましては、2023年２月10日公表の予想を修正致しました。詳細は、本日

別途公表致しました「通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,105 4,776

受取手形及び売掛金 1,798 2,273

有価証券 400 －

商品及び製品 696 480

仕掛品 598 429

原材料及び貯蔵品 658 679

その他 299 230

流動資産合計 7,556 8,869

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,234 2,102

機械装置及び運搬具（純額） 2,044 1,811

土地 1,807 1,724

建設仮勘定 6 9

その他（純額） 303 279

有形固定資産合計 6,397 5,927

無形固定資産 222 168

投資その他の資産

投資有価証券 533 525

その他 336 320

投資その他の資産合計 869 846

固定資産合計 7,489 6,942

資産合計 15,046 15,812

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 274 415

１年内返済予定の長期借入金 1,039 1,109

未払金 554 463

未払法人税等 17 30

返金負債 94 58

賞与引当金 23 78

課徴金引当金 607 －

資産除去債務 － 196

その他 181 425

流動負債合計 2,793 2,778

固定負債

長期借入金 2,720 1,870

長期未払金 549 549

退職給付に係る負債 659 612

資産除去債務 133 4

その他 146 233

固定負債合計 4,208 3,270

負債合計 7,001 6,049

純資産の部

株主資本

資本金 1,201 2,204

資本剰余金 1,642 2,626

利益剰余金 5,239 4,676

自己株式 △348 △300

株主資本合計 7,734 9,207

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － 152

為替換算調整勘定 309 401

その他の包括利益累計額合計 309 554

新株予約権 － 1

純資産合計 8,044 9,763

負債純資産合計 15,046 15,812
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

売上高 3,389 4,417

売上原価 2,912 2,626

売上総利益 476 1,791

販売費及び一般管理費 3,226 2,235

営業損失（△） △2,750 △444

営業外収益

受取利息 2 16

為替差益 107 62

原状回復負担金等収入 － 9

その他 30 4

営業外収益合計 141 93

営業外費用

支払利息 7 6

操業停止関連費用 242 211

その他 38 21

営業外費用合計 289 238

経常損失（△） △2,898 △589

特別利益

固定資産売却益 － 76

投資有価証券売却益 － 87

特別利益合計 － 163

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 7 2

希望退職関連費用 226 －

減損損失 48 79

投資有価証券評価損 － 28

特別損失合計 282 110

税金等調整前四半期純損失（△） △3,180 △537

法人税、住民税及び事業税 8 11

法人税等調整額 △6 14

法人税等合計 1 25

四半期純損失（△） △3,182 △562

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,182 △562

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純損失（△） △3,182 △562

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － 152

為替換算調整勘定 161 92

その他の包括利益合計 161 244

四半期包括利益 △3,021 △318

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,021 △318

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第３四半期連結累計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権の行使に伴い、

資本金及び資本準備金1,003百万円がそれぞれ増加しております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が2,204百万円及び資本剰余金が2,626百万円となってお

ります。

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高

外部顧客への売上高 2,407 976 5 3,389 － 3,389

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,407 976 5 3,389 － 3,389

セグメント損失（△） △42 △1,800 △14 △1,856 △893 △2,750

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高

外部顧客への売上高 3,688 724 4 4,417 － 4,417

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 3,688 724 4 4,417 － 4,417

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
955 △643 △17 293 △738 △444

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「医薬品事業」セグメントにおいて、将来の使用が見込めなくなった遊休資産の減損損失を計上してお

ります。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において48百万円であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「感染管理事業」セグメントにおいて、回収可能性が認められないと判断した固定資産を減損損失とし

て計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において79百万円で

あります。

３.その他

（継続企業の前提に関する重要事象等）

　当社グループでは、感染管理事業における需要の急激な減少に加え、消費者庁から景品表示法に基づく措置命令を

受けたことにより、前連結会計年度において売上高が大幅に減少し営業損失3,079百万円、経常損失3,352百万円を計

上するに至りました。また、当第３四半期連結累計期間においても、前年同期に比べ売上高の増加や費用の減少によ

り業績は改善しているものの、営業損失444百万円、経常損失589百万円を計上していることから、継続企業の前提に

重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　当社グループでは、当該事象又は状況の解消に向けて、引き続き構造改革による固定費削減や継続的なコスト削減

を行うとともに、感染管理事業において消費者の皆様への理解促進や需要喚起施策等を実施することにより、「クレ

ベリン」の信頼回復に取り組み、収益回復を図ってまいります。また、医薬品事業においては、増加基調にある需要

状況に対し、供給体制を強化することで、安定的な収益獲得に取り組んでまいります。

　2023年３月20日に発行した行使価額修正条項付第10回新株予約権の行使等により、当第３四半期連結会計期間末に

おいて現金及び預金4,776百万円を保有しており、また、コミットメントライン契約による追加の資金調達余力もあ

ることから、事業運営に必要な資金については確保していると判断しております。

　以上のことから、現時点で当社グループにおいて、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと

判断しております。
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